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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
誕Ｊ

名古屋いのちの電話
１９９５年度事業報告
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命 の そ ば に

主わ れ を 愛 す、 主 は 強 け れ ば 。

わ れ 弱 く と も 恐 れ は あ ら じ 。

わ が 主 イ エ ス 、 わ が 主 イ エ ス 。
わ が 主 イ エ ス 、 わ れ を 愛 す。

世 界 中 で 親 し ま れ て い る こ の 讃 美 歌 は 、 ア メ

リカで日曜学校が盛んになっていた１８５９年に、

ア ソ ナ ・ ワ ー ナ ー が 作 詞 し ま し た 。 こ の 歌 詞 の

背 景 や 憲 味 を Ｒ ． リ ソ ＆ Ｅ ． ラ イ ト 著 『 大 き い
小さな学校：日曜学校２００年の歴史』（１９７１）

よ り 紹 介 し 、 「 い の ち 」 に つ い て 考 えて み ま し ょ

う。
ア ソ ナ と 妹 の ス ー ザ ソ は 、 ペ ス ト セ ラ ー 小 説

の 作 家 で あ る と 共 に 、 日 曜 学 校 の 先 生 で し た 。

そ の 彼 女 た ち の 小 説 『 こ と ば と し る し 』 の 巾 で

登 場 す る 人 物 の 口 曜 学 校 物 語 が 、 こ の 讃 美 歌 の

内容です。
か わ い い フ ェ イ ス は 、 熱 心 な 日 曜 学 校 の ジ ョ

ソ ・ リ ソ デ ソ 先 生 に 、 と て も 愛 さ れ て い る 女 の

子 で す 。 ま た 生 徒 の 中 に は 、 ジ ョ ニ ー と い う 男
の 子 も い ま す 。 こ の 三 人 か 物 語 の 中 心 と な り ま

す。
ジ ョ ニ ー は た い へ ん 病 弱 で 、 先 生 や フ ェ イ ス

の 励 ま し に も 拘 ら ず、 ま も な く 死 を 迎 え る 定 め

に あ る よ う で し た 。 大 き な リ ソ デ ソ 先 生 が 「 何

か し て ほ し い 」 と 彼 に 尋 ね た と き 、 小 さ な ジ ョ
二 - は や せ 細 っ た 両 腕 を 挙 げ て 、 「 き の う の 夜

の よ う に 歩 い て 」 と 言 い ま し た 。

先 生 は 高 熱 の 彼 を 抱 き 上 げ 、 静 か に あ た り を

歩 き ま す 。 し ば ら く の 問 静 か で あ っ た ジ ョ ニ ー
は 、 ま も な く 「 歌 っ て 」 と 短 く 言 っ た の で す。

い ま に も こ わ れ て し ま い そ う な 彼 を 抱 き し め て 、

先 生 は ジ ョ ニ ー に 新 し い 歌 を 優 し く 歌 い 始 め ま
し た 。 少 女 の フ ェ イ ス は そ の 言 葉 を は っ き り と

聴 き 取 っ て い た の で す。
主 わ れ を 愛 す、 主 は 強 け れ ば 、 わ れ 弱 く と も 、

恐 れ は あ ら じ 。 … …

み く に の 門 を ひ ら き て わ れ を 、 招 き た ま え り 、
い さ み て 昇 ら ん 。 … …
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し ば ら く し て 、 先 生 は ジ ョ ニ ー の 大 好 き な

「 ョ ハ ネ の 黙 示 録 」 か ら 聖 書 の 言 葉 を 読 み ま し

た 。 し か し 、 そ の 前 に 先 生 は フ ェ イ ス に 、 「 最

初 は 、 私 た ち が 彼 に 道 を 教 え よ う と し て い た の

に 、 い ま は 彼 が 道 を 私 た ち に 示 し て い る ね 」 と

語 り か け て い ま し た 。

少 年 ジ ョ ニ ー ・ フ ァ ッ ク ス は 、 こ の 歌 や 、 聖
書 の 言 葉 を 聴 き な が ら 、 み く に へ の 道 を 静 か に へ

昇 り は じ め 、 旅 立 っ て い た の で し た 。

命 の 灯 が 消 え よ う と す る ま さ に そ の 時 、 「 わ

れ を 愛 す 」 と し て 、 い ま も 自 分 を 必 要 と し て い

る 人 か い て く れ れ ば 、 ま こ と に 「 恐 れ は あ ら じ 」
と な る で し ょ う 。 そ の 上 、 新 し い 命 の 歩 み の 道

に 、 大 き く 川 か れ た 門 が あ り 、 招 い て く れ て い

る 人 が い る の で す 。 そ の 時 ジ ョ ニ ー は 、 「 い さ

み て 昇 ら ん 」 と 、 喜 び を も っ て 新 し い 旅 路 を 進

んで 行 っ た こ と で し ょ う 。

人 生 の ど ん な 峙 に も 、 愛 し て く れ る 人 、 自 分

を 必 要 と し て い る 人 が 、 身 近 に い て く れ れ ば 、

こ ん な に 嬉 し く 幸 わ せ な こ と は な い で し ょ う 。
ジ ョ ニ ー は 「 主 わ れ を 愛 す 」 と 闘 い て 、 く 愛 さ

れ て い る 〉 こ と を 実 感 し つ つ 、 す ば ら し い 旅 立

ち を し た で し ょ う 。
こ の 歌 詞 が 讃 美 歌 に な っ た と き 、 作 曲 を し た ヰ 、

ブラットベリーは、“Ｙｅｓ、Ｊｅｓｕｓｌｏｖｅｓｍｅ‥。”

と の コ ー ラ ス を つ け 加 え 、 み ん な で 声 を 揃 え て

合 唱 す る よ う に し ま し た 。 「 そ う だ そ う だ 」

「 わ が 主 イ エ ス 、 わ れ を 愛 す 」 と 人 々 は 声 を 高

く して 歌 い ま し た 。
ジ ョ ニ ー の そ ば に は 、 リ ソ デ ン 先 生 の 休 ご と

与 えて く れ た 温 か さ 、 フ ェ イ ス の 傾 聴 し て 見 守 っ
て く れ た 心 が あ っ た の で す 。 ま た 、 な に よ り も

新 た に 招 い て 、 待 っ て く れ て い る 人 が そ こ に は

居 た の で す。

（ な お 、 讃 美 歌 は 日 本 語 訳 の み を 採 り 上 げ ま し
た）

（金城学院大学教授）



友 人 の 精 神 科 医 に よ れ ば 、 う つ 病 に な っ て 精

神 科 を 訪 れ る サ ラ リ ー マ ン が 増 え て い る そ う で

す 。 同 じ う つ と 言 っ て も 、 大 ま か に 言 っ て ２ つ

の タ イ プ が あ る そ う で す 。 社 会 的 責 任 か ら 逃 が

れ る よ う に 出 勤 で き な く な る タ イ プ と 、 責 任 を

負 い 過 ぎ て 精 神 的 に 疲 労 困 惣 し て し ま う タ イ プ

で す。 前 者 に は ３ ０ 代 前 半 位 ま で の サ ラ リ ー マ ン

が 多 く 、 後 者 に は ５ ０ 代 位 の 中 年 サ ラ リ ー マ ン が

多 い そ う で す。 殊 に 、 中 年 で う つ 病 に 罹 る 人 は 、

几帳面で形式を重んじ、人に気を使う仕
事熱心な人が多いとか。
昔から青年期の心理については盛んに

研究されてきましたが、中年期の心理に
〔ついては、近年になって、やっと｜関心が

高まってきた感があります。青年期まで
は自立を目指してひたすら昇って行けば
良く、理想に燃えることも許される面が
あります。それが、中年期になるといわ
ば下降線をたどり始めます。体力の衰え
が気になり始める一方で、社会的・家庭

的責任は増大して行きます。それらの責
任が動かし難い現実として目の前に立ち
現れてくるのです。自分としてはすでに
限界を感じているのに、次々と引き受け
るべきことが出てくる感じでしょうか。
こうした重荷に耐えかねて心が疲弊して
しまうと、うつ病になってしまいます。
ただ、体力は下降線をたどりつつも、心

ｒ の 深 い 所 に あ る 何 か は 上 昇 を 求 め 始 め る～ダ゛らしいのです。河合隼雄さんは中年後期

の人の夢で、「綺麗な夕日が沈むのを見
ていて、振り返ると東の空に別の太陽が

戦後にかけてこの世に生を受け、個人的生活の
心細さを背景に持ちつつ、日本経済を守り立て
るための社会的規範を遵守してきた世代と言え
るでしょう。自分と一体化するほどに仕事を大

切にし、容易ならざる問題・責任を一身に引き
受けることを美徳として、頑張り続けてきた世
代とも言えるでしょう。社会的責任から逃がれ
ようとするタイプとは大違いです。今の私たち
の経済的に豊かな生活は、この年代の人々によっ
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昇ってくる」というのを報告しておられます。
この下降と上昇の統合ができれば、その人の人

生の後半は味わい深いものとなるでしょう。そ
うした統合に至るまでの準備段階としてうつ病
があるのかも知れません。どうも中年期という
のはうつ病と近しい時期であるようです。
さらに、今の５０代から６０代の世代というのは、

いつの時代にも、他の世代より高い自殺率を示
してきました（もちろん自殺とうつ病は深い関
係にあります）。この世代は第二次大戦中から
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てもたらされたものです。しかし、
今述べたような、真面目で役割（仕
事）と一体化となる性格傾向は、精
神科領域で言う「メランコリー親和
型性格」、即ちうつ病になりやすい
性格でもあるのです。
こうして考えてみると、この世代

のサラリーマソは、中年期の発達課

題という点でも、育ってきた時代背
景の点でも、うつ病に親和的なもの
を背負っていると言えそうです。ま
あ、どの世代でもそれなりの困難さ
を背負っている訳ではありますが…。
そこで、この世代の女性の自殺率

に目を向けてみますと、他の世代の
女性と比べて、高い値を示してはい
ません。この世代が青年だった頃は、
女性も男性同様、他の世代より高い
自殺率を示していたにもかかわらず
です。もちろん、中年期の危機は女
性にも訪れることは間違いありませ
ん。とすると、この世代の女性たち
は何かに気付き、自分だちなりに生

き方を模索できているのかも知れません。

もしそうならば、男性にも模索の甲斐があろ
うというものです。男性が混迷の中にとどまっ
たままで、女性だけが幸せになれる訳でもない
でしょう。男女が共に自らの危機に取組み、こ
れからの人生をより豊かなものにしていくしか
道はないように思えますが、いかがなものでしょ
りか。
（研修スタッフ・愛知県立城山病院臨床心理士）



１ ９ ９ ５ 年 度 事 業 報 告

開局１０周年に当りましたこの年も、愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、かわらぬご支援を賜ります

賛助会員、賛助法人並びに寄付者の皆さまに、心よりの感謝を申し上げます。又一年を通じて休みなく奉仕
を続けて頂きました相談員の方々の労苦にあらためて敬意と感謝を申し上げます。ここに１９９５年度の事業報

告を記述させて頂きます。

理事会報告

記念すべき開局１０周年の年に当り、先年来準備致して参りました、１０周年記念事業を実施する上で、関係

委員や相談員有志の方々のご奉仕により、年間を通じて、何回かの大きな盛り上りを経験することが出来ま
した。又これらの企画を通じて、いのちの電話の存在とその活動をいささか、地域社会に印象づけることが

出来ました。１０周年記念事業は次年度に全国研修会を名古屋で開催することが残されています。１１月１４日～
１６日、名古屋国際会議場での開催を目標に、会の総力をあげての準備が進行中であります。次の１０年に向けや

ての新しい飛躍と充実のためのエネルギーが養われ、蓄えられることが期待されています。

相談員養成講座はこの年度第９期を実施致しました。又このかたわら、相談員の継続研修、スーパービジョ
ソに今年度も、例年同様力を入れて実施することが出来ました。ボランティア相談員諸氏の熱意と訓練指導

に奉仕頂く講師の方々のご尽力にも深い感謝と敬意を表わす次第であります。

電話相談受診件数は年間１２、５７２、開局以来の総受診件数は１３２、９３６（’９６．３月末）に達しました。阪神地方の
災害や、いじめの問題への憂慮もあって、いのちの電話への社会の関心や期待も益々深まることが感じられ

ます。

深刻な不況が強く経済環境の中にもかわらぬ資金の上のご支援をお寄せ頂きます個人、法人並びに団体の
皆さまに厚く御礼を申し上げます。

皿こ£こ苫こコＺＺｊ£盃蚕ＩＥＩじＥ£ここ：Ｓこび二５ｉｇｉｌ：□ｌｌｌΣま２１０周年記念事業報告：：尺こｉｉｉ７ＷＪごｌミｉごご１１１ＳぐＳＪ１で７１ＳＪぶ１１１：ここに丿瀞ｋここ弓ｌｙぶＳ；１１

１．１０周年記念感謝会３．１０周年記念ブラス・コンサート４．１０周年記念基金募集
日 時 １ ９ ９ ５ 年 １ ０ 月 ２ ７ 日 面 日 時 １ ９ ９ ５ 年 １ １ 月 ４ 日 田 期 間 １ ９ ９ ５ 年 ７ 月 ～
場 所 ア イ リ ス 愛 知 場 所 名 古 屋 港 湾 会 館 １ ９ ９ ６ 年 ６ 月
参 加 者 １ ６ ０ 名 出 演 野 村 勤 目 標 ３ 、 ０ ０ ０ 万 円

（フルート奏者）１９９６年４月末日現在。
新日鍼名古屋製鍛所２１、０４３、３４４円

２ ’ １ ０ 周 年 記 念 誌 発 行 吹 奏 楽 団 寄 付 者 の ご 芳 名 は 、 本 紙 Ｎ ｏ ．
Ｂ ５ 版 、 ９ ０ 頁 、 １ ０ ０ ０ 部 岡 崎 吹 奏 楽 団 ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 号 に 順 次 掲 載 さ せ て

頂きました。

社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会

理 事 長 相 馬 信 夫
理 事 豊 田 寿 子 、 笠 原 嘉 、 西 沢 信 正 、 長 岡 利 貞 、 水 谷 巍 、 木 本 精 之 助
監 事 内 河 恵 一 、 小 山 勇
評 議 員 笠 原 嘉 、 川 原 恵 、 木 本 精 之 助 、 豊 田 寿 子 、 西 沢 信 正 、 長 岡 利 貞 、

向 田 正 俊 、 鈴 木 郁 雄 、 高 山 貞 美 、 水 谷 巍 、 渡 辺 宜 親 、 渋 滓 治 子 、
安 藤 和 彦

常 務 理 事 木 本 精 之 助
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総務委員会報告

２４時間体制にむけて

電話は新しい人間関係を生み出しました。相方覆

面のままの闇の舞台。そこでは誰でも、秘薬なくし
てハイド氏になれる。おとなの分別をそなえた厳格

な父性の持主が未熟な子供を堂々と演ずることので
きる舞台を提供してくれる。１１０番、１１９番も翻弄さ

せるこの名優たちをわが電話は拒まない。

２４時間受け止めようという相談員の意欲は年々高

まってきています。この開設以来の課題を今年こそ、

と検討してきましたがついに手がかりをつかむこと

（ができず、申訳けなく思います。
引き継ぐバトン

人間の群れは５０人位いが限度で、それを越えると
はみ出し者が出るふ肉食動物の生存の知恵というべ

きもので、いじめのおかげで人類は南米の端まで分

布することになるわけですが。そういえば１０人程度
の会では役員選出から会の運営に至る迄もめること

はほとんどありませんが、多人数の組織では、みん

な善意に基いて発案し、献身的に奉仕しているはず
なのに、なぜか不協和音が生じ意志の疎通を欠く。

いのちの電話でも、各都市の様子を聞いても相談

員が１００人が２００人、３００人になれば機能が倍加し、
負担が半減するかといえば、どうもそうではないら
しい。

名古屋では特に相談員の自主的組織活動が活発で

Ｃあり、来る全国大会のテーマにもこの組織問題がか
かげられることになりました。

会員拡大と募金

不況ということで募金も伸びなやみ、また相談員
の紹介による賛助会員拡大も紹介者が底をついてき

ました。しかしそうした社会情勢にもかかわらず、

豊田募金委員長をはじめ東海銀行の鈴木委員、木本
常務理事らの奔走によって大きな成果を生むことが
できました。向田財務委員長の紹介によるバザー献

品も新しい糸口になるでしょう。
１０周年記念事業にむけて、総務固有の課題という

より全体の動きにそれぞれかかわってきた一年でした。
総 務 委 員 長 水 谷 巍

訓練委員会報告

☆９期養成講座は昨年４月から始まり、「いのち
の電話の精神」の講義を最後に１年間にわたる全課

程を終えました。当初の応募者は例年より少なく、
２７名でした。面接の後、研修は２０名でスタートしま

したが、途中病気あるいは家庭や仕事の事情による

辞退者やその他で１５名が修了しました。

京都では毎期２００名の応募があるとのことです。

募集方法などに検討を加えたいと考えています。

養成講座の内容は体験学習による人間関係基礎訓
練、ロールプレイ、講義、電話相談実習などとなっ
ております。人数が少なかった分だけ受講生相互の

仲間意識は強く、熱心に参加されました。

☆既に認定を受け、相談員として活勁している１

期～８期生の方たちは年１回のスーパーピジョンと
毎月１回（年間１０回）の継統研修が必修となってい

ます。スーパーバイザーとして心理臨床の専門家３３
人の方々が個別の指導に当たってくださいました。

継統研修ではテーマ別に１４のグループに別れて研修

を行いました。その他にケース研究会、登録更新の
ための研修会も行われました。ここでは１年間を振

り返り、相談員としての自らのあり方を問い直すと

同時に次のねらいに向け、心あらたにしています。
ボランティアながらもいのちの電話が担う社会的

責任は大きく、相談員の資質の向上が常に求められ
ています。

☆各種の電話相談の開設が続いています。簡潔に
してかつ安価な電話という用具は、また同時に問題

をはらむ道具でもあります。電話相談では何ができ、

また何ができないのか、ますます厳しく問われるこ
とになってきます。かかってくる電話の件数（量）は、

電話相談の一部にすぎません。要は応答の質の向上
です。

最近、行政機関が行っている電話相談について、
意見が出はじめています。やがて厳しい批判もでて

くることセしょう。私たちは電話相談の「倫理」に
ついて厳格であることをひそかに誇りとしています。

今後ともこの精神を持ち続けたいと思います。
訓 練 委 員 長 長 岡 利 貞

- ５ -



財務委員会報告
１９９５年度の収支をご報告申し上げます。昨年度

のわが国の経済は、後半に入り漸く回復の動きが

見えて参りましたが、個人所得は金利低下もあり、
きびしい情況が統きました。

当協会は創立１０周年に当ることから、この機会
に基金募集を７月より実施致しました。このため

法人の会費、賛助寄付に多少の影響があったもの

と思われます。フリーマーケット、コンサートな
どに特別のご協力をいただきましたことに心より

お礼申し上げます。

当初の予算に対して、収入の部では、予算の２、
１６４万円に対し１、８９９万円にとどまりました。助成

金は５２万円の増加がありました。支出の部では、

全ての支出を押え１、６０７万円に圧縮致したので、

繰越金は１２６万円の減少となりました。１０周年記

念基金募集に特別の支援を頂くことが出来て意義
深い年となりました。
９６年度予算につきましては、前年度の収支を検

１９９５年度収支計算書
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９５年度決算額 科 目 １９９５年度決算額
事業費支出

教育・訓練費
広報費
調査・研究費
渉外費
特別事業費
職員給与
賞与
賃金
退職金
法定福利費
福利厚生費
退職引当金
旅費・交通費
通信費
電話料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
消耗品費
備品質
営繕費
租税公課
拠出金
保険料
雑費
事業外支出

元利償還金
支払利息
繰入金支出
雑支出
固定資産取得額
積立金繰入

基金繰入

２ ， ７ ４ ５ ， ０ ３ ２
６ ５ ５ ， ０ ０ ０
１ １ ９ ， ０ ０ ０

０
１ ， ３ ９ ０ ， ８ ８ ３
５ ， ０ ４ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ４ ７ ０ ， ０ ０ ０

０
２ ３ ３ ， ７ ５ ０
７ ８ ， ０ ７ ６

０
０

８ １ ６ ， ６ ４ ０
３ ８ ４ ， ２ ８ ６
２ ５ １ ， ０ ２ ９
３ ３ ４ ， １ １ ６
３ ２ ， ５ ４ ８
８ ６ ， ６ ７ ９
３ ９ ， １ ６ ０
１６，４８８

２ ６ １ ， ０ ０ ０
１７，０００

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ ０
９ ６ ０ ， ０ ０ ０
１ ６ ４ ， ２ ９ ３

０
６ ２ ， ０ ０ ０
４ ２ ， ７ ６ ３

０
０

６４，５・３３゛
６ ３ ５ ， ０ ４ ３

０
０
０

７ ２ ， ０ ７ ５
０
０

５ ６ ２ ， ９ ６ ８

事業収入
助成金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
協力会費
相談員の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
後援会（個人）
後援会（団体）
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

繰入金
引当金戻入
設備資金借入収入
積立金戻入
受取利息
雑収入

１ ， ２ ２ ０ ， ７ ６ ０
７ ０ ０ ， ０ ０ ０

４ ， ９ １ ４ ， ７ ９ ４
０

１ ， ６ ７ ０ ， ０ ０ ０
８ １ ５ ， ０ ０ ０
６ １ ２ ， ０ ０ ０

０
１ ３ ３ ， ０ ０ ０
８ ６ ０ ， ４ ８ ３

１ ， ２ ８ ９ ， ８ ９ ０
８ ５ ２ ， ３ ２ ７

０
０

１ ， ２ ９ ７ ， ９ ３ ４
９ ８ ８ ， ０ １ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

６ ７ ５ ， ２ ７ ０
０
０
０
０

６ ４ ８ ， ７ ３ ３
２ ６ ， ５ ３ ７

小 計 １ ７ ， ３ ３ ９ ， ３ １ ９ 小 計 １ ６ ， ０ ７ ９ ， ４ ６ ８

前期繰越剰余金
当期剰余金

４ ， ３ ９ ２ ， ０ ４ ８
- １ ， ２ ５ ９ ， ８ ５ １ 前期繰越剰余金 ４ ， ３ ９ ２ ， ０ ４ ８

合 計 ２ ０ ， ４ ７ １ ， ５ １ ６ 合 計 ２ ０ ， ４ ７ １ ， ５ １ ６

- ６ -
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討し、関係各位のご意見をいただき、前年度より
１６３万円減額し、２、００１万円、基金繰入として２３３

万円を計上致しました。
収入の部では、寄付金７０万円、講座料６３万円、

年末募金は１０万円を減額致しました。
これらに対して、支出につきましては、印刷費

（１０万円）、通信費（２５万円）を減額しました。
この他連盟負担金は２７万円となりました。

全国研修名古屋大会が開催されることに伴なう、

予算につきましては別途会計とし、県と市よりの

補助金を受けられることも決定致しました。この
他、篤志の寄付を仰いで、本会計に負担のかかる
ことの無いように配慮致します。

会員各位におかれましては、本年度の財務運営
につきまして一層のご理解を賜り、ご協力をお願

い致します。

財 務 委 員 長 向 田 正 俊

１９９６年度予算
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９６年度予算額 科 目 １９９６年度予算額
事業費支出

教育・訓練費
広報費
調査・研究費
渉外資
特別事業費
職員給与
賞与
退職金
法定福利費
福利厚生費
退職給与引当金
旅費・交通費
通信費
電話料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
消耗品質
備品費
営繕費
租税公課
拠出金
保険料
雑費
事業外支出

固定資産取得額
基金繰入

３ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０
７ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ０ ０ ， ０ ０ ０
Ｊ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ， ０ ４ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ４ ７ ０ ， ０ ０ ０

０
‘ ８ ０ ， ０ ０ ０

３ ０ ， ０ ０ ０
６ ０ ０ ， ０ ０ ０
８ ０ ０ ， ０ ０ ０ ’
７ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ５ ０ ， ０ ０ ０
４ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０
５ ， ０ ０ ０

２ ７ ０ ， ０ ０ ０
２ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ ０
９ ６ ０ ， ０ ０ ０
１ ５ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ０ ， ０ ０ ０
９ ５ ， ０ ０ ０

０
２ ， ３ ３ ０ ， ０ ０ ０

事業収入
助成金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
協力会費
相 談 員 の 会 会 費 ’
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

繰入金
引当金戻入
積立金戻入
受取利息
雑収入

７ ０ ０ ， ０ ０ ０
７ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ５ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ３ ０ ０ ， ０ ０ ０

８ ０ ０ ， ０ ０ ０
０

１ ６ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ６ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ８ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ４ ０ ０ ， ０ ０ ０

９００， ’ ０ ０ ０
１ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

０
０
０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ５ ０ ， ０ ０ ０

小 計 ２ ０ ， ０ １ ０ ， ０ ０ ０ 小 計 ２ ０ ， ０ １ ０ ， ０ ０ ０

当 期 剰 余 金
（翌年度繰越金）

０ 前 期 繰 越 剰 余 金
（前年度繰越金）

０

合 計 ２ ０ ， ０ １ ０ ， ０ ０ ０ 合 計 ２ ０ ， ０ １ ０ ， ０ ０ ０

- ７ -
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性
の
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み

法
律
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談

弓竃亘女性３，９１１件

１９９５年は１年間で９，９３６件の相ａ炎電話がありました。嘸１言電話２，３８５件を除く）昨年より２９７件増えて
います。
一一日あたりの平均相談件数ｉｊ：２７．２件となります。

１９９５．１～１２

冊そ

知
供他

相

談

外

いじめ相談件数

年 件数
９１

９２

９３

９４

９５

５３件

５５件
８４件

７５件
７４件

○相談内容男女別の相談件数

（件数）
１，０００１’

９００
心

〃族

夫

婦

女

Ｕ人家
生

い じ め 問 題 と 電 話 相 談

１９９４年の末から１年以上にわたって、青少年のいじめ問題が社会の関心を集めています。そのなか
で電話相談のはたす役割が注目されました。
名古屋いのちの電話では９５年の１年間にいじめ問題で７４件の相談を受付けまし

た。過去５年問にさかのぽってみてみると毎年数十件のいじめ相談があります。
そのおよそ半数は小・中・高校生からのもので、残りの半数は保護者からのもの
です。
いじめ問題の難しさは、誰かに相談することですぐに解決するとは限らない不

安をいじめられる側が持っていることです。そのため電話相談は利用しやすい柵
談だといえます。しかし、電話相談ではいじめに直接介入することはできません。
子どもたちにかかおる多くの機関のネットワークづくりが求められています。
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○男女別・年代別の相談件数

５０代
２．６％

１１
４

○自殺志向電話の相談内容男女件数（１９９５．１～１２）

（件数）
６０１

５０

４０

３０

２０

１０

０

「‾¬男性５，５１４件

” … ｜
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生
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係
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１９９４．１～１２
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族

１９８５年から１９９５年までの１１年間の総受信数は，１２９，５４５件で，相談貝との会話がなかった無言電話
３１，１０１件をのぞくと相談電話の受信は９８，４４４件となります。（１９９５年１２月３１月現在）
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始めて電話室に入った時は、緊張して心臓がド
キドキしなから取った。そしてその心は、まるで
救ｔり：主のような面持ちであった。自分の大切な時
間を困っている人に分け与え、一人でも悩んでい
る人を救いたいという使命感に燃えていた。
ところが何度も取っているうちに、だんだん夢

破れてきた。ある時などは、貼活を取ると同叶に
相手が怒り狂って（？）矢継ぎばやにまくしたてて
きた。こんな電話はその日の気分によって、聞く
ことが出来る峙と、出来ない時がある。それでも
かなり我慢して川く努力をするのだが、結局、以

後はこちらも対応できなくて、お手上げ状態となる。
そうして切るしかできなかった山話が、後から

心配になってきた。まわりの人にハつ当りして、
明日の朝刊に刑嘔事件を起こして載るのではない
だろりか、ふと頭をよぎって気になったのだ。
この世界にとても入りたいのに、入りこめなく

て、はみ出してしまっている人達。聞いていて何

も出来ない自分自身に対して、もどかしさがある。
そんな時に、研修のスーパービジョンは力を発

抑する。たった３０分の電話でも、自分の先人観や
思い込み、考え方が随分入り込んでいる。要する
に私は、相手の話しを聞いてあげてたつもりで、

尖はそれか私自身の問題７鍬１１心にひそんでいたな
んてこともあった。そんな時は、目からウロコが
落ちるような気持だ。この私も少しずつ成長して
いるに違いない。昨日より今日、今日より明日と。
この同じ空の下に、本当に多くの人が存在し、

生きているんだなアと思う。世の中だって、見捨
てたものではない。遅くても気長に歩いていこう。
行きつ戻りつ留まりながら。大切な自分というも
のをなくさないように電話を収っていきたい。

Ｓ・Ｈ



ご援助ありがとうございます
１９９６年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共

に ご 報 告 申 し 上 げ ま す。 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ）

なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
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日 本 基 督 教 団 名 古 呈 桜 山 教 会
カ ト リ ッ ク 日 比 野 教 会
日 本 基 督 教 団 広 路 教 会
日 本 基 督 教 団 南 山 教 会
日 本 基 督 教 団 鳴 海 教 会
金 城 学 院
助 成 金
中 日 新 聞 社 会 福 祉 事 業 団
東 海 テ レ ピ 福 祉 文 化 事 業 団
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のが災いして誰もが敬遠しているような所がありました。針ねずみみたいな方で近よるとチクッと刺すという感
じだった。」と恐縮しながらもおっしゃっています。一方書と平行して学ぱれた儒学の師のことは、「それは穏
やかな人物で “まり ” のように丸くて柔らかいという感じだった。」とおっしゃっています。二人の恩師の人柄
の落差が若い村上先生にはとても印象的だったようです。そして将来自分は絶対に “針ねずみ ”にはならない、
“まり ”になりたいと痛切に思われたそうです。

私も稽古事で同じような体験をし、 “ ま り ” に なりたいと願いながら、時にはチクチクど針ねずみ ” に なっ
て し ま う 自 分 の 未 熟 さ を 反 省 し て お り ま す 。 Ｈ ． Ｓ

点
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てんてんてんまり……と子供の頃よく口ずさんだ “まりと殿様 ”という童謡がありましたが、 “ま
りと針ねずみ”という言葉からみなさんはｆ２１畠連想なさいますか。この言葉は、今私が読んでいる
“書と人間 ”という本の中で、著書の村上三島先生が二人の恩師をたとえて表現された言葉です。

村上先生は、現代書道界の最高峰で文化功労者に選ぱれておられます。先生は工業学校１年生の
とき体操の木馬飛びの練習中の怪我が原因で、カリエスになってしまわれました。それであまり体
を動かさなくてもできる仕事として書の道に入られたそうです。そしてはじめて入門した師を “針
ねずみ ”にたとえられました。「○○先生はとても頭のよい立派な先生だったのですが、口の悪い
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在 日 大 韓 名 古 屋 教 会 女 性 会
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日本基督教団豊田教会婦人会
日本基督教団名古屋中央教会

１０周年記念基金寄付



映 圃 鑑 賞 へ の お 誘 い ○ 言 二 磁 羅 一
日時７月６日（土）：午後２時より４時半迄 場 所 日 本 カ ト リ ッ ク 研 修 セ ン タ ー

（地下鉄餌舞線払中下車徒歩５分）

ジャック・レモン主演「晩秋」り９８９年作品）脂？？：ＦＩＪひ⊇訟唱一Ｊｍ、-グ
祖父、父、子と三世代の絆を描いて爽やかな共感を呼ぶ作品である。どなたでもお気軽に、お出かけ下さい。（無料）

心

- Ｘ

第１７回いのちの電話全国研修会名古屋大会
大会テーマ

引 き 継 ぐ バ ト ン ひ と り ひ と り の 力
みなおそうつくりだそう新しいいのちの電話

日程１９９６年１１月１４日（木）～１６日（土）

ｊ肖ｉｉｉｇｙ弓丿頻緬］疾-
８日近畿東磨ブロック小務局会議
８日全川研修会説明会１１
１４日和歌山いのちの電１１汚１０川年記念式
１６日総務・１０周年記念事業合同委員会

愛知電話和談ネットワークの会
全川研修会準備委員公
訓練委貝会、ペルの公、合同委几会
ペルの会
巾日新聞吐会事業団より歳末義援会受領
全川研修会準備部門・’ＣＩ任者会
訓練委八会
財務委八会
全国研修会準術木部会
ケース研究会
全川叫修会実行委八公
糾議委八会、理小公
ケース研究会
全国研修会準備木部公
訓練委貝会
ベルの会
全国研修会実行委に公
愛知・ｌｌ話相談ネットワークの会
相談員登録更新研修Ｉ

ｒＭ４ＷＪＭ●｜

ｊ
会場名古屋国際会議場

賛助会員を募集しています

- １ ２ -
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１９９６年６月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編 集 人 広 報 委 員 会

１９９６年初夏

ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい

ただき行難うございます。心から祁ｉｌ礼巾し上げます。
ｆＦ間２，０００万円の迎営資金と共に，法人の基金を

１０年間で１噫円積立の課題を与えられております。
公貝の皆様の倍旧のご支援と共に，会貝増加の迎

動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられま

す。誠に失礼ですが振込票を同封させていただきま
す。ご利川くだされば幸いです。
（１）法人会費剔ｎｊ５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会貝（年間１１コ）

Ａ１（），０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）一般寄付はご自由な金額で結構です。
（４）夏川・年末寄付
［］川名社会？Ｉ勁Ｅ法人愛知いのち町屯話協会

理 小 艮 拡 喝 信 夫
口座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちの電話
事務局魯９７１-５１８１

私書箱第２５７

郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局

小務局咩０５２-９７１-５１８１

相談電話咩０５２-９７１-４３４３


